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入社 技術研究所 
生産 
設計 

現場 
工事担当 技術研究所 

3次元計測技術 

施工BIM 

屋内位置認識 

現場ICT全般 

建築人間工学 

日建連BIM委員 

エージェントベースシミュレーション 

研修 
BIM推進室 

専門：情報化施工（3次元計測、施工BIM、現場ICT、建築人間工学） 
   一級建築士 

鉄骨造の事務所ビル 
工事担当 兼 
施工図担当 兼 

BIMマネージャー 

鉄骨造の事務所ビル 
工事担当 兼 
施工図担当 兼 

BIMマネージャー 

業務経歴 

所属部署 

施工BIMの基盤整備 
ルール整備、技術開発 

建設業界への 
BIM普及活動 



P.2 

本日の主旨 

・ゼネコンがBIMに取組む目的をご紹介する。 
 
・鉄骨FABがゼネコンとBIM連携することによ
るメリットをご紹介する。 



P.3 

1. 建設業界のBIM動向 
2. ゼネコンのBIM動向 
3. 竹中工務店のBIM動向 
4. 鉄骨FABと竹中工務店のBIM連携事例 
5. 鉄骨BIMの将来展望、期待すること 

本日のご紹介内容 



P.4 

1. 建設業界のBIM動向 
2. ゼネコンのBIM動向 
3. 竹中工務店のBIM動向 
4. 鉄骨FABと竹中工務店のBIM連携事例 
5. 鉄骨BIMの将来展望、期待すること 



P.5 
なぜBIMなのか① 認識の共有 

この図面の完成形状が分かりますか？？ 



P.6 
なぜBIMなのか① 認識の共有 



P.7 

• 04年米国において、過去40年間で生産性が低下した主要産業は唯一建
設産業だという報告が行われた。 
 

建設産業と農業以外の産業の生産性指数（1964-2003） 
AECbytes ViewPoints #4(2004年4月14日) Paul Teicholz, Ph.D. 

なぜBIMなのか② アメリカの生産性問題 



P.8 

BIMを活用した生産性向上 
• BIMを利用した統合化、フロントローディング、リスク・成果の共有、コラボレーションが生産

性を向上させる｡ 

• 20% プロジェクトコストを抑制 

• 25% 早い進捗 

• 35% 安全性を改善 

• 30% 生産力を向上 

• 多くの品質改善 

• 競争優位 

 

なぜBIMなのか② アメリカの生産性問題 
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生産性問題は日本も同じ 
– AECの情報の相互運用不足による浪費は設計施工でも同じ。 

• 設計図で施工できない。躯体図・設備施工図は一から作成。 

– 建設産業全体の生産性は低迷。 

– 設計・建設業は断片化し、共同･協力･チームワークが欠如。 

• サブコンを早期に決めることができない。 

• 公共団体(国・地方自治体など）は、原則分離発注 

建設業ハンドブック2013 

なぜBIMなのか② アメリカの生産性問題 
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1990 ・・・ 2000 ・・・ 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 ・・・ 2020 

海外 

日本 

竹中 

・3次元の設計ツール活用が進み始まる 

・2005年GSAがBIM活用を発注要件に 
・2006年ｱﾒﾘｶ、政府系物件全てでBIM必須に 

・オスロ国立美術館でBIMモデルの提出義務 

・BIM元年 ・施工BIM元年 

・日建連「施工BIMのスタイル」発行 

・I体育館で施工BIM初試行 

・日建設計山梨氏BIM書籍出版 

・家入氏ブログ開始 

・国交省「BIMガイドライン」発行 

・Tドームで3次元設計 

・国交省、基本設計業務を 
 BIMで初の発注 

・ｵｰﾌﾟﾝBIM宣言（ｱﾒﾘｶ・ﾃﾞﾝﾏｰｸ・ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ﾉﾙｳｪｰ） 

・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、政府系物件でBIMを要件規定 

・ｲｷﾞﾘｽ、政府系物件 
 全てでBIM採用予定 

・BIMNo.1 

・K大学におけるフルBIM 

・Kビルにおける他社監理でのBIM 
・Tビルにおける3D承認 

・Nプロにおける統合モデル作成 

・TIX発足 
・RCS開発開始 

・BIM推進ﾁｰﾑ発足 

・2005年 
「BIM」出現 

・2000年頃 
MicroStation 
の普及 

・ｱｶﾃﾞﾐｯｸ界 
での3D検証 

・BIMｼﾝﾎﾟ第1回 
・BIMｼﾝﾎﾟ第2回 

・BIMｼﾝﾎﾟ第3回 
・BIMｼﾝﾎﾟ第4回 

・3Dﾓﾃﾞﾙ活用推進ﾁｰﾑ発足 

・Yプロにおけるｺﾝﾋﾟｭｰﾃｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ、図面支給 

・Fﾋﾞﾙにおける 
重ね合せ会 

・N病院における燃ｴﾝｳｯﾄﾞ 
 ﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ、図面支給 

・作業所図面の2DCAD化 

・Oビルで3D干渉ﾁｪｯｸ試行 

・内閣閣議決定⇒i-construction 

BIMの歴史年表 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiFhMet1aLQAhXIv7wKHaHVBZgQjRwIBw&url=http://7net.omni7.jp/detail/1102666943&psig=AFQjCNHEbVPS8pn6J7NdNRFI5TzsgXoEvg&ust=1479021163720224


P.11 
日本の政策としてのBIM動向 
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設計向けの解説 

用語解説 

LOD 

施工向けの解説 

「推奨」であり、強制力はない。 

国土交通省から発行されたBIMガイドライン（2014） 

日本の政策としてのBIM動向 
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国交省生産性革命プロジェクト 
「i-Construction」のビジョン 

２０１５年発表 
内容は土木中心 

日本の政策としてのBIM動向 
国土交通省 i-Construction（2015） 
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1. 建設業界のBIM動向 
2. ゼネコンのBIM動向 
3. 竹中工務店のBIM動向 
4. 鉄骨FABと竹中工務店のBIM連携事例 
5. 鉄骨BIMの将来展望、期待すること 



P.15 
ゼネコンの業界団体「日本建設業連合会」 

ゼネコンの業界団体。全国で約140社が加盟しており、様々な分野で業界活動を
行っている。BIMに関しても、専門工事会社との連携を扱うWGが存在する。 

BIM専門部会 

施工LOD検討WG 

専門工事会社BIM
連携WG 

BIM展開検討WG 



P.16 日建連から発行された施工BIMの手引き（2014） 

http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200 

考え方 進め方 工事別事例 

ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 会社事例 書式雛形 

2013年11月～日本建設業連合会 BIM専門部会 専門工事会社BIM連携WGに参加。 
2014年11月に施工BIMの手引きを発行。 

一部 
担当 

主担当 

※WEB販売で3,000円。「施工BIMのスタイル」で検索。 

http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200
http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200
http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200


P.17 日建連から発行された施工BIMの事例集（2016） 

http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200 

業界動向 元請13事例 

専門工事会社10事例 

※PDFを無償でダウンロード可能！ 

http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200
http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200
http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200


P.18 BIM展開活動 建設通信新聞社主催セミナー 

2015年 2016年 

・毎年、東京と大阪で施工BIMの事例発表会を開催。 
・発表企業 ゼネコン、専門工事会社。 
・参加者 東京：400人、大阪：200人規模。 
・2017年度の開催予定 「施工BIMのインパクト」 
 東京：8月2日(水) ←染谷テクニカルセッション 
 大阪：8月4日(金) ←竹中事例発表 
 ※参加無料！7月頃に募集開始予定 



P.19 業界におけるBIM動向 セミナーアンケートより 

BIMに取組んでいる会社の割合 

出展：施工BIM事例発表会2016アンケート結果 

2016年 66％ 2015年 39％ 



P.20 業界におけるBIM動向 セミナーアンケートより 

出展：施工BIM事例発表会2016発表資料 

BIMを活用した工事 



P.21 業界におけるBIM動向 セミナーアンケートより 

出展：施工BIM事例発表会2016発表資料 

BIMを活用した工種 



P.22 業界におけるBIM動向 WGアンケートより 

出展：日建連専門工事会社BIM連携WG専門工事会社情報交換会2016資料 

活用ソフト 

大手ゼネコン5社の傾向 
O社：Revit 
S社：Revit 
T社：Revit 
K社：ArchiCAD 
竹中：両方（ArchiCAD事例の方が多い） 

鉄骨専用CADを使っている 
ゼネコンはまだまだ少ない 



P.23 

1. 建設業界のBIM動向 
2. ゼネコンのBIM動向 
3. 竹中工務店のBIM動向 
4. 鉄骨FABと竹中工務店のBIM連携事例 
5. 鉄骨BIMの将来展望、期待すること 
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A legacy upheld and refined over the centuries 
Incorporated in Kobe, 1899. Our scope of products and services has earned us critical acclaim both at home and abroad.  
Today, Takenaka’s portfolio includes some of Japan’s greatest landmarks.  

1842 1899 1962 1979 1988 1993 1909 1956 1958 1960 1912 

Completion of Taiho 

Shrine, in 1847 

First Steel 

Structure 

Building 

Pre-fabricated Base 

for Japan Antarctic 

Expedition Team 

First Prize,              

Design competition 

for National Theatre 

First Sports Facility 

with Retractable 

Roof, Fukuoka 

Dome 

Corporation 
founded in 
Kobe, built 
warehouse for 
Mitsui Bank 

First manufacturer 
 to receive  
Deming Prize 

Master builder, founder 
of Takenaka initiates 
shrine and temple 
construction business 

Received the BCS 
award, JSSC prize,  
and  
SDA award 
For  PCP Building 

2003 

First Prize, 

International    

Design Competition 

for New National 

Theatre 

2004 2005 

Tokyo 

Shiodome Bldg. 

Shin-Marunouchi 
Bldg. 

Tokyo 

Midtown 

2007 2009 2010 1999 

Tokyo Tower, 
Highest structure 
In Japan 

First air support 
dome in Japan 

1610 

110th anniversary  
of official establishment 

400th anniversary 
 of original founding 

Opened first  
overseas subsidiary  
in San Francisco 

First commercial  
RC structure for department  
store is built 100th anniversary  

Maison  
Hermes 

当社の「施工BIM」初適用はTドーム 

●竹中工務店の歴史 
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1990 ・・・ 2000 ・・・ 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 ・・・ 2020 

海外 

日本 

竹中 

・3次元の設計ツール活用が進み始まる 

・2005年GSAがBIM活用を発注要件に 
・2006年ｱﾒﾘｶ、政府系物件全てでBIM必須に 

・オスロ国立美術館でBIMモデルの提出義務 

・BIM元年 ・施工BIM元年 

・日建連「施工BIMのスタイル」発行 

・I体育館で施工BIM初試行 

・日建設計山梨氏BIM書籍出版 

・家入氏ブログ開始 

・国交省「BIMガイドライン」発行 

・Tドームで3次元設計 

・国交省、基本設計業務を 
 BIMで初の発注 

・ｵｰﾌﾟﾝBIM宣言（ｱﾒﾘｶ・ﾃﾞﾝﾏｰｸ・ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ﾉﾙｳｪｰ） 

・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、政府系物件でBIMを要件規定 

・ｲｷﾞﾘｽ、政府系物件 
 全てでBIM採用予定 

・BIMNo.1 

・K大学におけるフルBIM 

・Kビルにおける他社監理でのBIM 
・Tビルにおける3D承認 

・Nプロにおける統合モデル作成 

・TIX発足 
・RCS開発開始 

・BIM推進ﾁｰﾑ発足 

・2005年 
「BIM」出現 

・2000年頃 
MicroStation 
の普及 

・ｱｶﾃﾞﾐｯｸ界 
での3D検証 

・BIMｼﾝﾎﾟ第1回 
・BIMｼﾝﾎﾟ第2回 

・BIMｼﾝﾎﾟ第3回 
・BIMｼﾝﾎﾟ第4回 

・3Dﾓﾃﾞﾙ活用推進ﾁｰﾑ発足 

・Yプロにおけるｺﾝﾋﾟｭｰﾃｼｮﾅﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ、図面支給 

・Fﾋﾞﾙにおける 
重ね合せ会 

・N病院における燃ｴﾝｳｯﾄﾞ 
 ﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ、図面支給 

・作業所図面の2DCAD化 

・Oビルで3D干渉ﾁｪｯｸ試行 

・内閣閣議決定⇒i-construction 

BIMの歴史年表 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiFhMet1aLQAhXIv7wKHaHVBZgQjRwIBw&url=http://7net.omni7.jp/detail/1102666943&psig=AFQjCNHEbVPS8pn6J7NdNRFI5TzsgXoEvg&ust=1479021163720224
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BIMモデルの動画をご覧ください。 

2010年の事例 干渉チェックと納まり確認 



P.27 2012年の事例 BIMモデル合意とBIMモデル承認 

BIMモデルの動画をご覧ください。 



P.28 
建設プロセスにおけるBIM活用イメージ 



P.29 BIMソフト一覧 

AutoCAD 

2D汎用CAD 

Real4 

KAP 

FAST 

ｼｸﾞﾏﾃｯｸ 

FAB21 

実寸法師 

鉄骨専用CAD 

SolidWorks 

Inventor 

CATIA 

製造業系3Dソフト 

J-BIM施工図CAD 

生産設計 

ARCHICAD 

Revit 
Dynamo 

Grasshopper 

RCS 

DELMIA 

BRAIN 

SS3 

Tekla 

Revit 

その他 
解析ソフト 

SIRCAD 
構造設計 

解析 設計 

Rebro 

Tfas 

Revit 
その他ｼﾐｭﾚｰ 
ｼｮﾝｿﾌﾄ 

FlowDesigner 

Ecotect 

設備設計 
シミュレーション 設計 

NavisWorks 

SolibriMdelChecer 

Navigator 

ﾋﾞｭｰｱｰ・重合せｿﾌﾄ 

施工ｼﾐｭﾚｰﾀ 

TeklaBIMsight 

ProjectWise 

ENOVIA 

AutoDesk360 

PM・CMソフト 

ARCHICAD 

Revit 

Rhinoceros 
Grasshopper 

Dynamo MicroStation 

Sketchup GLOOBE 

意匠設計 

Grasshopper 

スタディ 
設計 

DegitalProject 

Helios 

BI for ArchiCAD 

積算・見積 

VICO 

構工法5Dｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

Maximo 

FM 

Easis 

その他FMｿﾌﾄ 

当社がある程度使えるソフト 

自社開発ソフト 

当社にﾉｳﾊｳが少ないｿﾌﾄ 



P.30 
フェーズごとの使用ソフト例 

Rhinoceros 
Grasshopper 

ARCHICAD 

Rhinoceros 
Grasshopper 

FlowDesigner 

Ecotect 

BRAIN Tekla 

ARCHICAD 
Rebro 

Revit 
SolibriMdelChecer 

Helios 

SolibriMdelChecer 

ARCHICAD 

Tekla 

J-BIM施工図CAD 

RCS 

専門工事会社使用ソフト 

NavisWorks 

TeklaBIMsight 

専門工事会社使用ソフト 

Revit 
Dynamo 
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●BIM推進室の組織 

2017年1月にプレスリリース 



P.32 

設計系2名 
生産系3名 
の専任社員 70名強の兼任社員 

●BIM推進室のメンバー構成 



P.33 
竹中工務店 BIM推進室 専任者 

横山（生産） 染谷（生産） 三輪（生産） 
リーダー 

能勢（設計） 
サブリーダー 

小柳（設計） 

中山（生産） 
※外部人材 

大塚（生産） 
※外部人材 

蓬田（設計） 
※外部人材 



P.34 

1. 建設業界のBIM動向 
2. ゼネコンのBIM動向 
3. 竹中工務店のBIM動向 
4. 鉄骨FABと竹中工務店のBIM連携事例 
5. 鉄骨BIMの将来展望、期待すること 
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構造計算ソフト 

ゼネコン 
鉄骨FAB 
一次 

鉄骨FAB 
N次 

作図 
会社 

鋼材 
メーカー等 

業
務
フ
ロ
ー 

他工種ﾓﾃﾞﾙと 
重畳調整したい 
難しい納まりを 
効率的にモデル化したい 

鉄骨製作・発注を 
効率化したい 

業務フローとデータ連携の現状と課題 

CAM 

加工
図 

発注
票 

求める成果物 

鉄骨専用CAD（Real4等） 

2D汎用CAD 

ソ
フ
ト 

他工種BIMソフト 

TEKLA、Revit 

連携の壁 

過去の反省 
当社として、FABの皆様に

Teklaを押し付けていた時期
がありました。 



P.36 

パターン① 

パターン② 

Tekla、Revit 

Tekla 

BRAIN、SS3 

鉄骨専用CAD 2D汎用CAD 
NC連携ソフト 

設構備の調整 他製作物の調整 
CAM連動 

発注書・工作図作成 

竹中 FAB 

ｿﾌﾄ連携 
ﾌﾛｰ 

業務ﾌﾛｰ 

ﾓﾃﾞﾙﾌﾛｰ 解析モデル 

課題 

主架構モデル 
（ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ中心） 

製作モデル 
（仕口詳細、附帯鉄骨） 

NCデータ（1D、2D） 
発注書・工作図（2D） 

課題 

2D汎用CAD 
NC連携ソフト 

連携の課題 

ArchiCAD、Revit Rebro、Tfas 

鉄骨関連の業務フロー 

鉄骨BIMの課題の明確化 

Real4は日本でユーザーシェア1位（7５％） 



P.37 ゼネコン向けの図面例 
（Tekla・鉄骨専用CADで作図可能） 

加工に必要な図面例 
（Teklaで難、鉄骨専用CADで充実） 

詳細図 
単品図 発注明細書 

加工指示図 切板発注書 

≠ 

一般図 

他工種との納まり調整例 
（Teklaで充実・鉄骨専用CADで不可） 

BIMモデ
ルの重畳 



P.38 

  ① 作図省力化 

  ② 合意形成の早期化 

BIM連携の目的 

その他 干渉ﾁｪｯｸ・納まり確認 
    数量の透明化 
    等 

本
日
紹
介 
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鉄骨モデル 

単品図 
（FAB加工用） 

875 ２Dに 
切出し 

詳細図 
(元請用） 

1000 

① 

2FL 

150 

承認用に 
修正･加工 

通り心,寄り寸法 

FL, 
下がり寸法 

BIMモデル承認 

BIMモデル承認により、 
鉄骨FABがゼネコン承認のためだけに 
作成している図面の省略 

① 作図省力化 

目的 



P.40 

週1回開催された重合せ会の様子 

BIMモデルを正とした納まり調整 

手段 

① 作図省力化 
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目的の共有と責任範囲の明確化 成功のポイント 

■入力部材 
・接合部（主架構残り・小梁全箇所） 
・仕上下地材（ALC受け等） 
・仮設材（ネットフック等） 

■入力部材 
・主架構詳細配置（狙い点、ひねり角等） 
・接合部（特殊な箇所等の一部） 
・小梁の位置、レベル 

元請作成モデル 鉄骨FAB作成モデル 

Teklaネイティブモデル＋
入力状況説明書 

BIMモデルの作成範囲 

① 作図省力化 
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情報伝達方法の明確化 成功のポイント 

入力状況説明書 

部材ごとの 
詳細度の説明 

詳細を入力した 
接合部の説明 

鉄骨FABに対し、 
元請が入力したモデルの説明書を支給。 
⇒確実なBIMモデルの引き継ぎ、意思伝達。 

入力状況説明書の概要 

① 作図省力化 
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鉄骨FABにとってのメリット① 
 

ゼネコン承認のためだけに 
作図していた詳細図の省略 



P.44 ② 合意形成の早期化 

従来 

一般図 

詳細図 

他工種との調整 

BIM 

他工種との調整 

BIMモデルで早期に合意が可能。 
2次元承認図は合意後に作成。 

手戻り 
作図手間 

手戻り 
作図手間 



P.48 ② 合意形成の早期化 

Real4連携事例（２） 名古屋のスタジアム 

自動加工、材料支給の取組み 



P.49 ② 合意形成の早期化 

責任範囲の工夫 

従来の提供モデル 

新手法の提供モデル 
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鉄骨FABにとってのメリット② 
 

変更の少ない、FIXした情報を受領できる。 
（BIMは、情報を早期にFIXするための１手段） 



P.51 ② 合意形成の早期化 

当社から鉄骨FABに支給した一般図基図例（小梁の寄り・レベル等、構造図にない情報を付加） 

ゼネコン側でモノ決めを行った結果を鉄骨FABへ伝達することによ
り、鉄骨専用CADから切り出した2D図面の修正手間を減らす。 
※そもそもBIM連携にこだわる必要はなく、FIXした2D図面で十分。 
モデル入力はそれほど手間ではなく、2次元切り出し後の修正手
間の方が大きい。 
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そうは言ってもせっかくBIMモデルがある。 
 

ゼネコンが作った鉄骨モデルを 
鉄骨FABがうまく活用できるノウハウ 

3例をご紹介します。 
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ゼネコンが作った鉄骨モデルを鉄骨FABが 
うまく活用するための３つの方法 
 
 
①スリーブ情報の連携による自動開口生成 
 設備BIMソフト⇒Real4 Ver1.8～ 
 ※標準機能として搭載済 
 
②鉄骨IFCデータの連携によるFIX情報の確実な伝達 
 Tekla⇒Real4 Ver1.8～ 
 ※ﾃﾞｰﾀﾛｼﾞｯｸ・竹中の共同開発 
 
③梁貫通不可能領域の生成によるスリーブ調整の効率化 
 Real4⇒設備BIMソフト Ver2.０2～ 
 ※竹中仕様で開発中 



P.54 鉄骨モデルの活用方法 
①スリーブ情報の連携による自動開口生成 
 設備BIMソフト⇒Real4 

動画をご覧ください。 



P.55 鉄骨モデルの活用方法 
①スリーブ情報の連携による自動開口生成 
 設備BIMソフト⇒Real4 

条件 
Rebro、Tfasからスリーブ位置・径のCSVデータを出力してもらう。 

CSV仕様の企画・取りまとめ：清水建設様 



P.56 鉄骨モデルの活用方法 

従来 構造計算ソフト 鉄骨専用CAD 

構造計算ソフト 鉄骨専用CAD 鉄骨BIMソフト 狙い 

納まっていない情報 

納まっている情報 

②鉄骨IFCデータの連携によるFIX情報の確実な伝達 
 Tekla⇒Real4 

納まっている情報なら2Dでも十分、 
とは言え、 
それがReal4ネイティブのデータとして使えるならさらに嬉しい。 

ST-Bridge 
CSV 

ST-Bridge 
CSV IFC 



P.57 鉄骨モデルの活用方法 

②鉄骨IFCデータの連携によるFIX情報の確実な伝達 
 Tekla⇒Real4 

動画をご覧ください。 



P.58 鉄骨モデルの活用方法 

②鉄骨IFCデータの連携によるFIX情報の確実な伝達 
 Tekla⇒Real4 

動画をご覧ください。 

条件 
① IFCの「クラス」に所定の数値が入っていること。 
② Tekla上でフロアごとに基準線が入っていること。 
 
制約 
① 連携できる部材は基本的に形鋼のみ。 
  （Teklaの梁コマンドで入力されていれば可） 
② 仕口や継手のコンポーネントは連携不可。 



P.59 鉄骨モデルの活用方法 

②鉄骨IFCデータの連携によるFIX情報の確実な伝達 
 Tekla⇒Real4 

竹中社内のイントラネットでの公開状況 

当社工事ならば、どのプロジェクトでも活用可能！Ver1.8～ 
（他社工事でも、条件を満たせば活用可能） 

全社員に公開中のHP マニュアル 



P.60 鉄骨モデルの活用方法 
③梁貫通不可能領域の生成によるスリーブ調整の効率化 
 Real4⇒設備BIMソフト 

従来 

設備サブ
コン 

鉄骨FAB 

狙い 

単品図 

ゼネコン 
構造設計 

単品図 

スリーブ スリーブ 

孔・補強 孔・補強 

設備サブ
コン 

鉄骨FAB 

梁貫通不可
能範囲 

ゼネコン 
構造設計 

スリーブ スリーブ 

孔自動生成 

梁貫通不可
能範囲 

補強 

どこにスリーブを設けて
よいか不明・・・ 

梁貫通不可能範囲モデル
を避けてスリーブ検討 



P.61 鉄骨モデルの活用方法 
③梁貫通不可能領域の生成によるスリーブ調整の効率化 
 Real4⇒設備BIMソフト 

Real4において、自動で梁貫通不可能範囲モデルを生成すること
が可能に！Ver2.2～ 
⇒IFC出力することで、設備サブコンに支給可能。 

動画をご覧ください。 

梁貫通不可能範囲モデル 梁貫通不可能範囲を避けて配管 



P.62 鉄骨モデルの活用方法 
③梁貫通不可能領域の生成によるスリーブ調整の効率化 
 Real4⇒設備BIMソフト 

当社の梁貫通孔設置可能範囲図 

条件、制約 
当社の梁貫通孔設置可能範囲図に従ってモデルが出力される 



P.63 その他 各種鉄骨関連ソフトのデータ連携検証 
構造計算

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

BIM Tekla ↓ ↓ ↓ ↓ J-BIM Revit Archi Revit

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ 〔SDNF〕 〔SDNF〕
↓ ↓ ↓ ↓(実寸) ↓ ↓(実寸) ↓ ↓

鉄骨専用 KAP Real4 KAP FAST Real4 KAP KAP KAP

LINUX LINUX 躯体図 遅い LINUX LINUX LINUX

0 材質 0-1 OK ※17 ※23 ※18 ※25 ※15 ※16 ※15 ※17 ※17

1 柱・間柱 1-1 一般（通心交点） NO.1 ◎ 〇 〇 〇 〇 △※3 〇 〇 〇 〇
1-2 偏心（軸心上） NO.1 ◎ 〇 〇 〇 〇 △※3 〇 〇 〇 〇
1-3 偏心（軸心外） NO.1 ◎ 〇 〇 〇 〇 △※3 〇 〇 〇 〇
1-4 回転（H形鋼） NO.1 ◎ 〇 〇 △※20 △※3 △※3 〇 〇 〇 〇
1-5 回転（角型鋼管） NO.3 ◎ 〇 〇 〇 △※3 〇 〇 〇 〇 〇
1-6 回転（丸形鋼管） NO.3 ◎ 〇 〇 〇 △※3 〇 〇 〇 〇 〇
1-7 回転（溝形鋼） NO.3 ◎ △※12 △※3 △※3 △※5 × △※3 × 〇 △※12

1-8 倒れ NO.13 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-9 絞り △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 × △※2

2 大梁・小梁 2-1 一般（通心上） NO.2 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2-2 中間レベル NO.9 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2-3 勾配 NO.2,9 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2-4 斜め（水平） NO.2,9 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2-5 通常ハンチ（垂直） NO.3 △※1 △※1 〇 △※1 △※1 △※6 △※1 〇 × △※1

2-6 通常ハンチ（水平） NO.3 △※1 △※1 〇 △※1 △※1 △※6 △※1 〇 × △※1

2-7 ドロップ ハンチ（垂直） NO.3 ◎ 〇 〇 △※5 〇 △※7 △※5 △※8 〇 〇
2-8 ドロップ ハンチ（水平） NO.3 ◎ 〇 〇 △※5 〇 △※7 △※5 △※8 〇 〇
2-9 テーパー（垂直） NO.3 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 × △※2

2-10 テーパー（水平） NO.3 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 △※2 × △※2 ×※22

2-11 回転（H形鋼） NO.3 ◎ 〇 〇 △※9 △※3 △※3 △※9 △※9 〇 〇
2-12 回転（溝形鋼） NO.3 ◎ △※12 △※10 △※10 △※4,10 △※10 △※10 △※10 〇 △※12

2-13 角型鋼管梁 NO.3 ◎ 〇 〇 〇 〇 △※5 × 〇 〇 〇
2-14 丸型鋼管梁 NO.3 ◎ 〇 〇 〇 △※4 △※5 × 〇 〇 〇

3 ブレース 3-1 鉛直（H形鋼） NO.4 ◎ 〇 〇 〇 × △※12 〇 〇 〇
3-2 鉛直（H形鋼　回転） NO.4 ◎ 〇 △※3 △※3 × △※12 〇 △※3 〇
3-3 鉛直（角形鋼管） NO.4 ◎ 〇 〇 〇 × △※12 〇 〇 〇
3-4 鉛直（丸形鋼管） NO.4 ◎ 〇 〇 〇 × △※12 〇 △※11 〇
3-5 マンサードブレース NO.4 ◎ 〇 〇 × × △※12 〇 △※11 〇
3-6 水平（H形鋼） NO.4 ◎ 〇 △※4 △※21 △※4 × △※4 △※4 〇 〇
3-7 水平（H形鋼　回転） NO.4 ◎ 〇 △※3 △※3,4 × △※4 △※3 〇 〇
3-8 水平（角形鋼管） NO.4 ◎ 〇 △※4 △※4 × △※4 △※4 〇 〇
3-9 水平（丸形鋼管） NO.4 ◎ 〇 △※4 △※4 × △※4 △※5 △※5 〇
3-10 水平（溝形鋼） NO.4 ◎ 〇 △※3,4 △※3,4 × △※12 △※4 △※12 〇
3-11 水平（溝形鋼　回転） NO.4 ◎ △※3 △※3,4 △※3,4 × △※12 △※3 △※12 △※3

3-12 水平（アングル鋼） NO.4 ◎ △※3 △※3,4 △※3,4 × △※12 △※3 〇 △※3

3-13 水平（フラットバー） NO.4 ◎ 〇 △※4 △※4 × △※4 △※4 〇 〇
3-14 H形鋼座屈補剛ブレース NO.4 〇 ×

4
コンポーネント
（仕口・継手等）

4-1 一般 × ×

5 付帯鉄骨 5-1 一般 △※13 ×

6 SRC 6-1 一般 △※24 × × × △※14 △※14

↓

〔SDNF〕

BRAIN

↓

〔ST-Bridge〕

Tekla

↓
〔IFC〕

配置条件
部材形状

◎ 形状・位置・材質OK

〇 形状・位置OK

△ 不完全

× 部材が変換されていない（飛んでいる）

最も連携品質が良い
パターンは 

Tekla⇒Real4 

最もデータ連携しにくい 

ハンチ部材に対応して
いるパターンは 
BRAIN⇒Real4 



P.64 その他 各種鉄骨関連ソフトのデータ連携検証 

当社は、これからも鉄骨FABの皆様と、より良い協業をしていくため、 
考えうる全てのデータ連携パターンを検証、解決していきます。 
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1. 建設業界のBIM動向 
2. ゼネコンのBIM動向 
3. 竹中工務店のBIM動向 
4. 鉄骨FABと竹中工務店のBIM連携事例 
5. 鉄骨BIMの将来展望、期待すること 



P.66 

■当社の課題と将来展望 
・モノ決めの早期化。 
・鉄骨BIMの取組みの裾野拡大。 
・Construction3.0の実現。（次ページ） 
 
■鉄骨FABの皆様への期待 
・BIM連携の裾野拡大。 
・デジタルデータの製造連携。 
 
■Real4への期待 
・BIM的な機能の拡充。（他工種３D形状の参照） 
 



P.67 
67 

1.機械化 

2.電力 

3.自動化 

4.IoT 

Construction3.0 建設業 

Industrie4.0 製造業 

産業革命のイメージ 

ドイツ発 
第4次産業革命 

建設業に 
産業革命を興す 

①自動化 

②モジュール化 

③ネットワーク化 

コア技術 

現在 

Construction3.0とは、 
建設業の産業革命である 



P.68 
Construction3.0のねらい 

①工場の自動化 

工場 作業所 

工場・ヤード段階も含めたICT・IRT活用による
生産プロセス革新 

③情報のネットワーク化 

省人化 

自身の専門分野 

②部材のモジュール化 
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参考：海外製の工作機視察 
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海外ではフルサービスの工場が多い背景があり、 
Teklaと複合工作機の連動でメリットがある。 
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P.76 
本日のまとめ 

 

   

   

BIM連携の目的 
①作図省力化 
②合意形成の早期化 
 
鉄骨FABにとってのメリット 
①ゼネコン承認のためだけに作図していた詳細図の省略 
②変更の少ない、FIXした情報を受領できる。←本日の要点！ 
 
ゼネコンが作った鉄骨モデルを鉄骨FABがうまく活用するための３つの方法 
①スリーブ情報の連携による自動開口生成 
 設備BIMソフト⇒Real4 
②鉄骨IFCデータの連携によるFIX情報の確実な伝達 
 Tekla⇒Real4 Ver1.8～ 
③梁貫通不可能領域の生成によるスリーブ調整の効率化 
 Real4⇒設備BIMソフト Ver2.2～ 

将来展望 
①業界全体へのBIMの裾野拡大に期待。 
②鉄骨専用CADのBIM的な機能追加に期待。 
③将来は製造連携、生産管理への拡大を想定。 
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ご清聴ありがとうございました。 


